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クモヒトデは触られたの್つྣのの๏向へಂげる 
～の数の個ର差から学ぶ，๎射相称のิき๏～ 

 
ポイント 

・4～7 ຌのをもつクモヒトデのಂඈߨಊから，ࢸの਼にとらわれない「ิき๏」を解。 
・ࠪޛ右のないಊがߨ๏を݀めるからくりを解。 
・સ๏位移ಊロボットへの応༽に期ଶ。 

 
概གྷ 

海ಕ学学院ਫ਼ໍ科学院ദ࢞課ఖのీ輝ࢱ，京学പඓセンターの加賀୫ঋ࢛ಝ  
ঁ教，海ಕ学ుࢢ科学ݜ究ॶの੪বਖࢦ०教दのݜ究グループは，クモヒトデ＊1 のಂඈߨಊに 
し，๎ࣻ૮সのਐରをもつಊがࠪޛ右を݀めるからくりを解きかしました。 

クモヒトデの一झである Ophiactis brachyaspis は形のਐରをもち，そのの਼には 4～7 ຌと 
いったݺରࠫがあります。ݜ究グループは，クモヒトデののにৰってಂඈߨಊを༢し，の
਼の異なるݺରがそれぞれどのようにを࢘って移ಊするのかをべました。その݃果，クモヒトデ
はৰられたからࠪ回りまたは右回りに「್つྣ」のの๏へಂげる傾があること，また，その
ときにಆになるのྈྣのをಋ࣎にಊかして૪ぐ傾があることを਼ཀྵモデル＊2 を࢘ってら
かにしました。 

ຌݜ究果は，「なぜࢸの਼が違ってもなのか？」「ࠪޛ右のないಊがどのように『』
を݀めるのか？」という疑にえたものであり，સ๏位移ಊロボットઅܯへの応༽が期ଶされます。 

なお，ຌݜ究果は，ਫ਼学と਼学の༧ݜ究として 2020 ೧ 1 ݆ 8 ೖ（ਭ）ޮ開の Journal of the 
Royal Society Interface  。されましたࡎに掲ࢿ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

チビクモヒトデ科の一झ Ophiactis brachyaspis のಂඈߨಊ（ࠪ）と਼を一ൢ化したໝࣞਦ（右） 


